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地域協働専攻 

国際協働グループ 

地域プロジェクト （令和3年度前期～令和3年度後期）  

外国にルーツを持つ児童への 

遠隔と対面による日本語学習支援プロジェクト 

【メンバー】 [学  生］中田 沙岐/四條 睦/櫛引 美音/鈴木 貴大/三國 紘斗 

            協力:阿部 彩乃 

［担当教員］佐藤 香織  

 

【背景】  

外国にルーツを持つ児童への日本語教育は日本語教育の領域における大きな課題の一つであり、函館の

小学校・中学校には日本語学習支援を必要としている児童（生徒）がいる。 

コロナ禍ということもあり、感染症対策を徹底しながら支援を行った。  

【目的】  

児童（生徒）の日本語能力の向上を目指し、支援実施者の日本語教育実践・地域の教育機関・日本語支援

員との連携を図っていくこと。また、新型コロナウイルス感染拡大の状況下でも行える日本語学習支援の教材

づくりを行うこと。  

【概要】  

前期・後期ともに新型コロナウイルス感染対策を徹底しつつ、実際に対面での日本語教育支援を行った。

直接支援では、入り込みの支援を行った。児童が苦手としている理科と社会の授業に参加し、先生の指示と

板書を簡単な日本語や英語に変換することで支援を行った。１１月中旬頃からは、対象児童がフィリピンに一

時帰国することを踏まえ、動画教材での支援に支援方法を切り替え、日本語の動画教材の作成を行った。 

 【プロセスと成果】 

前期は、対面での支援を中心に行った。支援では、入り込みの支援を行い、児童が苦手とする理科と社会

の授業に参加し、先生の話や指示の英訳、やさしい日本語に言い換えて説明を行ったり、板書を英訳または

やさしい日本語で説明し、日本語と一緒にノートを書くように促したりした。また、テストの際には、テストプリン

ト内の難しい単語と難しい文をやさしい日本語へ言い換えて説明し支援を行った。５月中旬から一か月程コロ

ナの影響で支援に行けなかった期間があったが、自宅で学習を行えるよう動画教材の作成を行った。教科書

内にある重要語句の説明や概要、漢字の書き方などを確認できる動画やプリントを作成した。 

後期は、１１月中旬まで前期同様に対面での支援を行った。１１月中旬からは、児童がフィリピンに一時帰

国することを踏まえ、日本語を少しでも覚えてもらえるよう日常で使う日本語を中心に動画を作成した。 

入り込み指導においては、児童の苦手な部分や理解が及んでいない部分を明確に把握した上でそれらを

補う教材作成を行うことができた。また、活動報告書を共有することで児童の現状を把握することができ、次回

の支援活動の準備に活用することが出来た。さらに、児童の板書のスピードが速くなり、漢字・ひらがなを以前

より書けるようになった。以上のことが成果としてあげられる。 

 

 

  

①日本語《長音》の動画教材 ②社会の学習補助教材 ③児童のノート 
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【総括と反省・今後の課題】 

前期は、対面による支援を行うことも出来たが新型コロナウイルスの感染拡大の影響もあり、支援に行けな

い期間も多かった。しかし、動画教材を作成することで学習者が自宅でも学習が出来るよう間接的な支援を行

うことが出来た。動画教材では、授業の単元を簡単に図や写真でまとめながら重要語句の説明、漢字の書き

方をまとめ、復習用の補助教材として使用できるものを作成した。また、簡単なクイズを盛り込み、児童が飽き

ないように工夫した。 

後期は、対面による支援を行う回数が増え、入り込み支援で使用する簡単に授業の内容をまとめたプリント

を持参しながら活動した。１月以降には児童が一時帰国するということを踏まえて遠隔による支援活動として、

１１月ごろから対面による活動と並行して動画教材の作成も行った。 

 

前期の活動と比較して動画教材の作成にも慣れ、スムーズに補助教材の作成をすることができた。クイズ

の答えや説明に音声を加えることで、長音の正しい発音を分かりやすく、視覚と聴覚両方で学習できるよ

うに作成した。一方で、少ない対面による支援活動の中で１回１回中身の濃い活動が出来たとは言えなかっ

た。 

活動を通して、コロナの影響もあり活動の幅が狭くなることもあったが、その時々に合わせた活動を行うこと

が出来た。その一例として、対面による支援活動から児童が苦手としている部分を把握した上でそれらを補助

する日本語教材を作成することが出来た。また、児童も板書のスピードが速くなり、漢字・ひらがなを進んで書

くことが多く授業への意欲的な態度も見られるようになった。 

今後の課題として、函館市教育委員会、支援小学校や担任の先生と支援の方向性の確認をする機会を

確保すること、児童の学習言語習得を補助する自宅学習が行えるような教材を作成することがあげら

れる。 

 
【地域からの評価】 

活動を通じて地域の方からは「児童の言語理解力

が十分ではないため、特に内容理解が難しい理科・

社会について入り込みで支援活動をしていた際、

まわりの生徒さんにも迷惑にならないよう気を 

使っていたよう」また「いかに児童に分かりやす

く説明できるか、図解説明の入った自作のハンド

アウト、更には動画を作って見せたりして工夫し

ており素晴らしいと」いうお言葉を頂きました。 

 また「日本語支援（取り出し）側と連携して情報

交換し合い、児童の理解不足部分、或は指導して

ほしい部分を共有し支援活動を行っていた。児童

にはその成果も見られていた反面、日本語指導（取

り出し）も含めて本人のモチベーションが上がら

なかったり一時帰国したりと、こちらのモチベー

ション維持も大変だったのではないかと思う」と

評価を頂いた。 

 また、北海道新聞様にも活動の様子を取り上げ

て頂いた。（９０ページに掲載） 

     

 

【その他】 

年間スケジュール 

  

（前期）  

4/22～5/14 対面による支援活動（地プロⅡと

合同） 

※5/14以降は新型コロナウイルス

感染拡大の影響により一時中止 

5月・6月 理科と社会の動画教材の作成 

6/22～7/15 対面による支援活動の再開 

8月・9月 新型コロナウイルス感染拡大の影

響により一時中止 

 

 

（後期） 

10/1～11/5 対面による支援活動 

11月・12月 

・1月 

遠隔で学習支援ができる教材の

作成（教材①） 

1/29       最終発表会 

1/30～ 報告書作成 

 

 

 

 

 


